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１．研究計画の概要
本研究は、SNS（社会的ネットワーキン

グ・サービス）の動向も踏まえ、２０１０年
代以降の e-Learning のコンセプト、技術開
発可能性、新しい学習形態、各種教育資源の
相互運用・流通の仕組みを理論的・技術的に
再検討し、プロトタイプ的システム開発を目
的とするものである。
(1)次世代 eLearning 基盤の設計・開発

従来の e-Learning 環境における問題点を
整理した上でソーシャルメディアの特徴を
生かした次世代の e-Learning システムの基
盤となるシステムを開発する。
(2)学習者モデル・グループ活動モデルの構築
学習コミュニティ形成機能の開発

想定されている学習環境において、学習者
が活動を行う過程で生じる学習者パフォー
マンス情報について整理する。それを基に本
システム上で学習者の状態を表現するため
の学習者モデルを設計する。また、本システ
ムにおけるグループによる学習環境を考慮
した上で、同様にグループ活動モデルを設計
する。
(3)コンテンツおよびコミュニティ推薦機能
の開発
同じ目的や興味関心が近いユーザが参加し

て形成されるコミュニティにおいて、学習者
モデルやグループ活動モデルを基にして学
習者に最適なコンテンツや他のコミュニテ
ィを推薦する機能を開発する。
(4)適応的なコース/コンテンツ系列化機能の
開発
学習者モデルやグループ活動モデルを基

にして学習者に最適な学習系列を生成する
機能を開発する。
(5)e ラーニングによる学習の質保証のタクソ

ノミ評価
次世代の e-Learning における質保証のタ

クソノミについて検討し質保証の評定尺度
を作成する。
２．研究の進捗状況
(1)次世代 e ラーニング基盤の設計

SNS をベースにした学習管理システムの
試作システムを構築し、現在も機能を改良中
である。
(2)学習者モデル・グループ活動モデルの構築
学習コミュニティ形成機能の開発
上記のシステムにおける学習活動のログか

ら、学習者およびコミュニティ内の知識を表
現するモデルを設計し、実装した。
(3)コンテンツおよびコミュニティ推薦機能
の開発

学習者モデル、グループ活動モデルから学
習者の興味や関心を推論し、学習者に最適な
コンテンツやコミュニティを推薦する機能
を実装中である。
(4)適応的なコース/コンテンツ系列化機能の
開発

適当的なコンテンツ系列化の方法につい
て、理論的な見地から検討を行った。今後、
実装を行う予定である。
(5)e ラーニングによる学習の質保証のタクソ
ノミ評価

教授学の観点から議論を行っており、最終
年度にまとめる予定である。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している
(理由) 基盤となるシステムをこれまでの

期間で開発を行った。残り 1 年で、適応的な
コンテンツ系列化機能の開発や質保証のタ
クソノミ評価などの目的は実現できると考
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える。

４．今後の研究の推進方策
最終年度は、これまで開発した SNS 型学習

支援システムで不十分な点について改良し、
さらにコンテンツ系列化のための支援機能
を実装する。また、試作システムを用いた評
価実験を行う。同時に,e ラーニングにおける
質保証のタクソノミ評価について検討し、そ
の評価指針で評価を行う。
５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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